
、

－

大
恐
慌
期
フ
ィ
リ
ピ
ン
糖
業
の
寡
占
的
構
造
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序

　
両
大
戦
間
期
に
フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業
は
、
輸
出
市
場
と
生
産
構
造

の
二
つ
の
側
面
に
お
い
て
、
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
た
。
ア
メ
リ
カ

が
米
西
戦
争
の
結
果
ス
ペ
イ
ン
か
ら
領
有
権
を
獲
得
し
た
一
八
九

八
年
以
前
に
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
は
ム
ス
コ
バ
ド
（
ヨ
；
8
く
里
α
o
）

糖
と
呼
ぱ
れ
る
含
蜜
糖
が
生
産
さ
れ
、
主
と
し
て
ア
ジ
ア
市
．
場

（
中
国
、
香
港
、
日
本
）
へ
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一

九
一
〇
年
代
初
頭
に
確
立
さ
れ
た
米
比
間
の
互
恵
的
自
由
貿
易
体

制
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
特
恵
的
フ
ィ
リ
ビ
ン
砂
糖
輸
出
の

道
が
開
か
れ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
人
企
業
家
が
製
糖
業
の
近
代
化
に

先
鞭
を
つ
け
、
さ
ら
に
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
人
や

フ
ィ
リ
ビ
ン
国
内
に
経
済
基
盤
を
も
つ
ス
ペ
イ
ン
人
が
こ
れ
に
続

い
た
。
こ
の
時
期
の
フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業
に
お
け
る
最
も
顕
著
な
技

術
革
新
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
（
o
①
鼻
轟
－
）
と
呼
ぱ
れ
る
製
糖
工
場

の
設
立
で
あ
っ
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
は
、
真
空
結
晶
缶
（
く
碧
昌
昌

勺
竃
）
や
遠
心
分
離
機
（
8
鼻
邑
温
巴
目
豊
三
畠
）
な
ど
の
最
新

の
製
糖
設
備
を
備
え
た
、
機
械
制
大
工
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
苛
薦
作
農
業
の
機
械
化
は
、
農
村
に
お
け
る
大
量
の
過
剰
労

働
力
の
存
在
を
背
景
と
し
て
、
遅
々
と
し
て
進
展
し
な
か
っ
た
。

　
か
く
し
て
一
九
二
〇
年
代
の
フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業
の
生
産
構
造
は
、

新
た
に
設
立
さ
れ
た
セ
ン
ト
ラ
ル
H
製
糖
工
場
と
、
一
九
世
紀
後

半
に
糖
業
が
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
主
要
な
輸
出
セ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
以

来
、
背
薦
作
農
業
の
中
心
に
位
置
し
て
き
た
ア
シ
ェ
ン
ダ
（
巨
o
r

9
3
一
大
土
地
所
有
1
1
農
園
）
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
ウ
た
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
植
民
地
支
配
下
に
お
け
る
ア
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図1’フィリビン砂糖輸出量の推移（1899－1940年）
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メ
リ
カ
の
政
治
的
・
経
済
的
介
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期

に
製
糖
資
本
の
主
要
部
分
を
支
配
し
、
か
つ
土
地
を
集
中
し
て
い

た
の
は
、
宗
主
国
資
本
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
国
内
の
企
業
家

と
ア
セ
ン
デ
ー
口
（
5
o
竃
ρ
雪
9
地
主
H
農
園
経
営
者
）
で
あ

り
、
こ
の
傾
向
は
、
一
九
三
〇
年
代
大
恐
慌
期
に
一
層
強
化
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
一
見
逆
説
的
と
も
い
え
る
こ
う
し
た
現
象
は
な

ぜ
生
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
全
面

的
な
議
論
を
展
開
す
る
の
は
、
紙
幅
の
都
合
上
到
底
不
可
能
で
あ

＾
1
）る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
期
フ

ィ
リ
ピ
ン
糖
業
の
生
産
構
造
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

一
九
三
〇
年
代
の
製
糖
工
場
と
ア
シ
エ
ン
ダ
に
お
け
る
寡
占
的
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

配
の
実
態
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。
第
一
節
で
は
、
ア
メ
リ
カ
植

民
地
期
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
砂
糖
輸
出
市
場
の
変
化
を
概
観

す
る
。
第
二
節
で
は
、
割
当
制
度
導
入
下
の
生
産
形
態
の
特
徴
を

考
察
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
節
で
は
、
製
糖
工
場
の
資
本
系
列
に

つ
い
て
、
第
四
節
で
は
、
製
糖
業
者
と
苛
庶
作
プ
ラ
ン
タ
ー
と
の

対
立
・
拮
抗
関
係
に
つ
い
て
若
干
の
洞
察
を
加
え
た
い
。

（
1
）
　
こ
の
間
題
に
関
す
る
包
播
的
な
分
析
は
、
拙
著
『
フ
ィ
リ
ビ
ン

　
経
済
史
研
究
　
　
糖
業
賢
本
と
地
主
制
』
動
草
習
房
、
一
九
八
六
年

　
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
2
）
　
本
稿
は
、
一
九
八
六
年
九
月
一
～
四
日
に
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ス

　
ト
．
ア
ン
グ
リ
ァ
大
学
（
ノ
リ
ソ
チ
市
）
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン

　
ポ
ジ
ウ
ム
、
、
O
ユ
a
ω
単
昌
O
O
す
與
旨
㎝
o
旨
甘
ブ
〇
一
自
8
『
自
里
庄
O
自
巳
ω
自
o
目
里
『

　
向
o
昌
o
昌
｝
6
皐
－
6
き
彗
o
甘
ゴ
①
6
o
．
o
．
眈
、
、
に
提
出
さ
れ
た
ぺ
ー

　
パ
ー
の
改
訂
版
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

両
大
戦
間
期
に
お
け
る
輸
出
市
場
の
変
化

　
一
八
九
八
年
に
ア
メ
リ
カ
は
ス
ペ
イ
ン
と
の
バ
リ
和
平
条
約
に

基
づ
き
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
諸
島
を
領
有
し
た
が
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
対

米
砂
糖
輸
出
が
急
増
し
た
の
は
、
一
九
〇
九
年
の
ベ
イ
ン
・
オ
ル

ド
リ
ッ
チ
関
税
法
（
巾
ξ
烏
－
≧
睾
一
g
H
胃
罵
＞
o
け
）
と
一
九
一

三
年
の
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
・
シ
モ
ン
ズ
関
税
法
（
d
邑
①
；
8
宇

ω
ぎ
昌
o
舅
↓
彗
昌
＞
g
）
制
定
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ペ
イ
ン
・

オ
ル
ド
リ
ヅ
チ
関
税
法
で
は
三
〇
万
ロ
ン
グ
・
ト
ン
に
隈
っ
て
フ

ィ
リ
ピ
ン
産
砂
糖
の
対
米
無
関
税
輸
出
が
認
め
ら
れ
、
ア
ン
ダ
ー

ウ
ヅ
ド
．
シ
モ
ン
ズ
関
税
法
で
は
そ
の
量
的
制
隈
が
撤
廃
さ
れ
た

　
　
　
＾
1
〕

か
ら
で
あ
る
。

　
図
1
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
八
九
九
～
一
九
二
二
年
に
フ
ィ

リ
ビ
ン
は
毎
年
一
〇
～
二
〇
万
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
の
砂
糖
を
輸
出

し
た
．
。
一
九
一
四
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
世
界

的
砂
糖
不
足
を
背
景
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
砂
糖
輸
出
は
三
〇

万
メ
ー
ト
ル
．
ト
ン
に
増
加
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
砂
糖
輸
出

が
本
樒
的
に
拡
大
し
た
の
は
、
ム
ス
コ
バ
ド
糖
生
産
か
ら
分
蜜
糖

生
産
へ
と
移
行
し
た
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
で
あ
っ
た
。
一
九
二

〇
年
代
初
頭
に
砂
糖
輸
出
は
三
〇
万
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
か
ら
五
〇

万
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
に
増
加
し
、
そ
の
八
五
％
が
ア
メ
リ
カ
向
け

で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
輸
出
量
は
四
〇
万

メ
ー
ト
ル
．
ト
ン
か
ら
八
○
万
メ
ー
ト
ル
・
ト
ゾ
ヘ
と
拡
大
し
、

そ
の
九
〇
％
以
上
が
ア
メ
リ
カ
ヘ
輸
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
フ

ィ
リ
ビ
ン
に
お
け
る
分
蜜
糖
生
産
は
一
九
二
〇
年
代
に
確
立
し
、

。
そ
の
輸
出
は
も
っ
ぱ
ら
ア
メ
リ
カ
市
場
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
植
民
地
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
砂
糖
の
他
、
マ
ニ
ラ

麻
（
ア
バ
カ
）
、
コ
プ
ラ
、
コ
コ
ナ
ヅ
ツ
油
や
タ
バ
コ
が
主
た
る

輸
出
商
品
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
砂
糖
の
輸
出
価
額
が
マ

ニ
ラ
麻
の
そ
れ
を
凌
駕
し
、
砂
糖
が
文
字
ど
お
り
フ
ィ
リ
ビ
ン
経

済
の
基
幹
的
輸
出
産
業
へ
と
発
展
し
た
こ
と
は
、
と
く
に
注
目
す

べ
き
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
三
〇
年
代
の
大
恐
慌
期
に
、
ア
メ
リ
カ
は
国
内
の
砂
糖
生

産
と
海
外
か
ら
の
砂
糖
輸
入
の
比
率
を
調
整
す
る
た
め
に
割
当
制

度
を
導
入
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
フ
ィ
リ
ビ
ン
産
砂
糖
の
ア
メ
リ
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力
市
場
へ
の
依
存
は
以
前
に
も
ま
し
て
顕
著
な
も
の
と
な
っ
た
。

」
九
三
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
は
一
九
三
四
年
と
一
九
三
七
年
の
二

つ
の
砂
糖
法
を
制
定
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
フ
ィ
リ
ビ
ン

は
毎
年
一
〇
〇
万
シ
ョ
ー
ト
・
ト
ン
前
後
の
輸
出
割
当
を
付
与
さ

＾
2
）

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
に
対
し
て
は
、
一
九
三
四

年
の
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
・
マ
ク
ダ
フ
ィ
法
（
H
苔
巨
o
有
蜆
－
呂
o
U
目
夢
o

＞
o
↓
）
の
下
で
も
う
ひ
と
つ
の
規
定
が
設
け
ら
れ
、
フ
ィ
リ
ビ
ン

産
砂
糖
の
無
関
税
輸
出
量
は
、
粗
糖
八
○
万
ロ
ン
グ
・
ト
ン
、
精

製
糖
五
万
ロ
ン
グ
・
ト
ン
に
制
限
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
対
米
砂
糖
輸
出
は
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
・
マ
ク
ダ
フ
ィ
法
の

定
め
る
無
関
税
輸
出
の
枠
内
に
留
ま
り
、
毎
年
の
輸
出
量
は
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

○
万
シ
目
ー
ト
・
ト
ン
弱
と
な
っ
た
（
一
九
三
五
年
に
輸
出
量
が

五
〇
万
シ
目
i
ト
・
ト
ン
程
度
に
落
ち
込
ん
だ
の
は
、
前
年
度
の

輸
出
超
過
分
が
差
し
引
か
れ
た
た
め
で
あ
る
）
。
一
九
三
〇
年
代

に
フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業
は
、
こ
の
よ
う
な
生
産
制
限
の
み
な
ら
ず
、

犬
幅
な
糖
価
下
落
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
｛
・
ρ
7
価
楕
、
一
ポ
ン
ド

当
り
約
三
セ
ン
ト
）
の
た
め
に
、
深
刻
な
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
。

か
く
し
て
不
況
の
下
で
、
ア
メ
リ
カ
系
資
本
は
徐
々
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
撤
退
を
開
始
し
、
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
・
マ
ク
ダ
フ
ィ
法
に

規
定
さ
れ
た
将
来
の
フ
ィ
リ
ビ
ン
独
立
に
備
え
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
勺
9
『
o
｝
＞
9
一
彗
宗
一
＼
§
ミ
ざ
§
掌
、
ミ
き
§
k
ξ
§
ミ
軋

　
§
雨
雲
§
、
言
§
’
蔓
竃
－
ミ
き
一
之
耐
毛
く
昌
ぎ
5
轟
、
蜆
9
o
幸
自

　
市
冨
蜆
♂
6
ミ
一
〇
〇
1
湯
－
呂
o
〇
一
↑
宝
－
旨
9

（
2
）
峯
壱
・
ξ
畠
ξ
L
奏
ミ
向
8
§
§
募
L
§
蔓
婁
一
s
ミ
b
S
1

　
S
§
§
章
［
Z
o
亀
く
o
寿
］
一
d
三
叶
＆
望
算
窪
O
彗
o
旨
o
司
胃
向
島
■
o
冨
．

　
＞
器
o
o
冒
ユ
o
～
一
8
o
〇
一
、
甲
－
o
o
α
l
H
竃
一
曽
o
－
§
－
．

（
3
）
　
図
ー
を
見
よ
。
組
糖
八
○
万
回
ン
グ
・
ト
ン
と
精
製
糖
五
万
回

　
ン
グ
・
ト
ン
の
合
計
は
、
粗
糖
九
七
万
シ
目
ー
ト
・
ト
ン
に
当
た
る
。

一
一
割
当
制
度
の
導
入

　
と
こ
ろ
で
砂
糖
割
当
制
度
は
フ
ィ
リ
ビ
ン
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
が
砂
糖
の
生

産
・
輸
出
割
当
制
度
を
施
行
す
る
た
め
に
は
、
各
製
糖
工
場
も
し

く
は
廿
藤
農
場
の
生
産
量
を
統
制
し
、
そ
れ
を
輸
出
用
と
国
内
消

費
用
に
分
類
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
一
九
三
四
年
砂
糖
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
フ
ィ
リ

ビ
ン
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省
の
統
制
・
管
轄
の
下
に
割
当
統

制
機
関
を
設
置
し
た
。
フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
の
割
当
統
制
機
関
の
任

務
は
、
第
一
に
、
全
国
各
地
の
製
糖
工
場
と
廿
庶
農
場
を
対
象
と

す
る
大
規
模
な
調
査
の
実
施
（
一
九
三
四
～
三
五
年
）
で
あ
り
、

第
二
に
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
対
米
輸
出
割
当
－
粗
糖
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（
A
糖
）
と
精
製
糖
（
A
A
糖
）
1
1
、
国
内
消
費
割
当
（
B
糖
）
、

備
蓄
割
当
（
C
糖
）
を
、
過
去
の
生
産
実
繊
に
従
っ
て
国
内
生
産

者
に
比
例
配
分
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
機
関
は
、
ま
ず
製
糖
地

区
（
昌
巨
2
m
ま
g
）
1
一
つ
の
製
糖
工
場
と
同
工
場
に
苛
庶

を
供
給
す
る
数
十
か
ら
数
百
の
背
蔵
農
場
で
構
成
さ
れ
る
、
行
政

上
の
生
産
単
位
1
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
各
製
糖
地
区
の
生

産
割
当
は
、
製
糖
工
場
・
背
庶
農
場
レ
ペ
ル
、
さ
ら
に
農
場
が
借

地
契
約
下
に
あ
る
場
合
は
借
地
農
場
レ
ペ
ル
に
い
た
る
、
何
段
階

を
も
経
て
決
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
は
ほ
と
ん
ど

の
製
糖
工
場
は
、
背
庶
農
場
の
直
営
を
行
な
わ
ず
、
近
隣
地
区
の

廿
庶
農
場
と
製
糖
契
約
を
結
ぴ
、
分
糖
法
に
基
づ
い
て
、
砂
糖
を

両
者
間
で
一
定
の
比
率
で
分
配
し
て
き
た
（
後
述
）
。
製
糖
工
場

と
農
揚
の
こ
う
し
た
関
係
の
た
め
に
、
一
九
三
〇
年
代
半
ぱ
の
割

当
制
度
導
入
の
手
続
き
は
、
き
わ
め
て
複
雑
な
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。

　
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
割
当
制
度
を
施
行
す
る
に
あ
た
り
、
政
府
は
砂

糖
生
産
地
域
を
四
七
の
製
糖
地
区
に
分
類
し
た
。
例
え
ぱ
一
九
三

九
／
四
〇
作
物
年
度
の
割
当
量
合
計
は
一
一
〇
万
七
〇
〇
〇
シ
ョ

ー
ト
・
ト
ン
で
あ
り
、
そ
の
八
六
％
が
A
糖
お
よ
ぴ
A
A
糖
で
、

残
り
一
四
％
が
B
糖
お
よ
ぴ
C
糖
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、
製
糖
地

区
別
に
み
る
と
、
割
当
量
に
相
当
の
格
差
が
み
ら
れ
る
。
議
論
の

都
合
上
、
こ
こ
で
は
割
当
量
の
全
体
に
占
め
る
比
率
が
五
％
以
上

の
地
区
を
1
地
区
、
二
～
五
％
の
地
区
を
■
地
区
、
二
％
未
満
の

地
区
を
皿
地
区
と
し
て
分
類
す
る
と
、
四
七
の
製
糖
地
区
の
う
ち
、

1
地
区
が
六
つ
、
n
地
区
が
一
一
、
皿
地
区
が
二
八
で
あ
っ
た

（
そ
の
他
二
地
区
は
、
生
産
停
止
や
他
地
区
へ
の
併
合
の
た
め
、

生
産
割
当
を
完
全
に
喪
失
し
た
）
。
合
計
す
る
と
、
1
地
区
と
■

地
区
の
割
当
量
が
全
体
の
お
よ
そ
八
○
％
に
達
し
て
お
り
、
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

約
二
〇
％
が
皿
地
区
で
生
産
さ
れ
た
。
一
つ
の
製
糖
地
区
に
は
た

だ
一
つ
の
製
糖
工
場
の
み
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
上
記
の
数
値

は
、
一
九
三
〇
年
代
末
に
製
糖
業
部
門
に
お
い
て
寡
占
的
構
造
が

ほ
ぼ
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
廿
蕉
作
農
業
に
お
い
て
も
、
製
糖
業
と
同
様
に
、
生
産

構
造
の
寡
占
化
が
進
ん
で
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
対
米
輸
出
割

当
が
生
産
割
当
全
体
の
九
割
弱
を
占
め
た
の
で
、
苛
蕉
作
農
地
に

対
す
る
生
産
割
当
配
分
の
傾
向
を
知
る
た
め
に
は
、
対
米
輸
出
割

当
の
み
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で
も
十
分
で
あ
る
。

　
表
1
は
、
対
米
輸
出
割
当
別
全
国
廿
薦
作
経
営
（
｛
弩
邑
奏
竃
．

葦
｝
）
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
全
国
苛

蕉
作
経
営
数
は
二
万
叫
〇
二
〇
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
経
営
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一橋論叢 第98巻 第6号　　（146）

~1 

( t:' ~ j') 

O- lOO 
lOO- l, OOO 

l,OOO- 2, OOO 

2, OOO- 5, OOO 

5, OO0-lO, OOO 

lO, OO0-lS, OOO 

15, OOO-20, OOO 

20, OOO-

Ar:i~{ 

~~~?) 

(~t) 

~~~C 

15, 694 

5, 933 

908 

830 

397 

1 38 

56 

64 

24, 020 

(%) 

(6S. 3) 

(24. 7) 

(3. 8) 

(3. 5) 

(1. 7) 

(O. 6) 

(O. 2) 

(O. 3) 

(lOO. O) 

George H. Blsslnger* "Philippine Sugar Control IV 
Range and Distribution of Productlon Allowance, 
Sugar iV~ews, Vol. XVIII, No. 7 (July 1937), p. 246. 

~~:~~aif#~1i~{~~i~;~t 1007~~･ H - F ･ h ~~{~Z~~. 

数
は
、
製
糖
工
場
の
プ
ラ
ン
タ
ー
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
苛
薦
栽
培

者
、
つ
ま
り
、
製
糖
工
場
に
直
接
背
蕉
を
供
給
す
る
「
農
場
所
有

者
」
、
も
し
く
は
「
借
地
人
プ
ラ
ン
タ
ー
」
を
基
準
と
し
て
算
出

さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
と
小
作
契
約
を
結
ん
で
廿
薦
栽
培
に
従
事
し

た
小
作
農
は
集
計
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
念
頭
に
置
い
て
同
表
を
み
る
と
、
割
当
量
一
〇
〇
ビ
ク
ル

未
満
（
一
ピ
ク
ル
⊥
ハ
三
・
二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
経
営
数
は
総

数
の
六
五
％
、
一
〇
〇
ビ
ク
ル
以
上
一
〇
〇
〇
ピ
ク
ル
未
満
の
経

営
数
は
二
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
万
ビ
ク
ル
以
上
の
経
営

数
は
わ
ず
か
一
％
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
同
表
か
ら
、
多
数
の

小
規
模
経
営
と
少
数
の
大
規
模
経
営
の
同
時
的
存
在
が
確
認
さ
れ

る
。　

し
か
し
な
が
ら
、
各
々
の
規
模
の
経
営
の
甘
庶
作
農
業
に
占
め

る
重
要
性
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
各
規
模
の
経
営
の
割
当
量
合

計
が
全
体
に
占
め
る
位
置
を
推
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
こ
こ
で
は
、
対
米
輸
出
割
当
量
一
万
ビ
ク
ル
以
上
の
経
営
の

平
均
割
当
量
を
、
割
当
量
一
万
～
一
万
五
〇
〇
〇
ビ
ク
ル
の
層
に

つ
い
て
は
そ
の
中
間
値
で
あ
る
一
万
二
五
〇
〇
ビ
ク
ル
、
一
万
五

〇
〇
〇
～
二
万
ビ
ク
ル
の
層
の
場
合
は
一
万
七
五
〇
〇
ビ
ク
ル
、

二
万
ピ
ク
ル
以
上
の
層
の
場
合
は
二
万
ビ
ク
ル
と
仮
定
す
る
（
こ

の
結
果
、
二
万
ビ
ク
ル
以
上
の
経
営
の
割
当
量
は
過
小
評
価
さ
れ

る
が
、
経
営
数
が
僅
少
な
た
め
、
こ
こ
で
の
推
定
に
は
大
き
な
影

響
は
な
い
）
。
こ
の
方
法
に
よ
る
と
、
一
万
ビ
ク
ル
以
上
の
二
五

八
経
営
の
割
当
量
合
計
は
推
定
三
九
万
八
五
〇
〇
ピ
ク
ル
で
あ
り
、

全
苛
藤
作
経
営
に
対
す
る
総
割
当
量
一
〇
〇
万
シ
目
ー
ト
・
ト
ン
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（1杉）　大恐慌フィリビン糖業の寡占的構造

（
一
四
三
四
万
三
〇
〇
〇
ビ
ク
ル
）
に
占
め
る
そ
の
比
率
は
、
二

七
・
八
％
と
計
算
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
経
営
総
数
の
わ
ず
か
一

％
強
を
占
め
た
に
す
ぎ
な
い
二
五
八
の
経
営
が
、
割
当
量
合
計
の

三
割
弱
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
ご
く
少
数
の
有
カ
プ
ラ

ン
タ
ー
に
よ
る
生
産
の
集
中
度
の
高
さ
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ

る
。

　
（
1
）
　
。
．
6
S
1
♂
≧
－
9
昌
o
目
富
、
、
一
い
ミ
窒
、
≧
雨
§
“
く
o
F
×
×
一
2
0
1

　
　
o
（
ω
o
黒
’
6
お
）
一
p
さ
中

三
　
製
糖
工
場
の
国
籍
別
資
本
系
列

　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
末
の
フ
ィ
リ
ビ
ン

に
は
四
七
の
製
糖
地
区
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
製
糖
地

区
に
配
分
さ
れ
た
割
当
量
に
は
大
き
な
楕
差
が
あ
り
、
と
く
に
大

き
な
割
当
量
を
配
分
さ
れ
た
の
は
、
全
体
の
三
分
の
一
強
に
あ
た

る
一
七
地
区
で
あ
っ
た
。

　
表
2
は
、
一
九
三
九
／
四
〇
作
物
年
度
の
国
籍
別
・
資
本
系
列

別
製
糖
工
場
四
六
（
国
立
フ
ィ
リ
ビ
ン
大
学
農
学
部
試
験
工
場
を

除
く
）
の
割
当
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ビ
ン
系
工

場
の
割
当
量
合
計
は
全
体
の
四
一
％
に
達
し
、
ア
メ
リ
カ
系
工
場

の
」
二
二
、
％
、
ス
ペ
イ
ン
系
工
場
の
二
七
％
を
凌
駕
し
て
い
る
。
フ

イ
リ
ビ
ン
系
工
場
は
全
部
で
二
四
、
ア
メ
リ
カ
系
工
場
は
一
〇
、

そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
系
は
二
一
工
場
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
工
場
当
り

の
平
均
割
当
比
率
は
フ
ィ
リ
ビ
ン
系
が
一
・
七
％
、
ア
メ
リ
カ
系

が
三
二
一
％
、
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
系
が
二
・
三
％
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
系
工
場
の
割
当
量
合
計
の
全
体
に
占
め

る
比
率
は
大
き
い
が
、
一
工
場
当
り
で
は
、
ア
メ
リ
カ
系
や
ス
ペ

イ
ン
系
よ
り
も
小
規
模
で
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
の
点
に
焦
点
を
当

て
な
が
ら
、
国
籍
別
に
資
本
系
列
の
状
況
を
考
察
す
る
。

　
〈
フ
イ
リ
ビ
ン
系
〉

　
フ
ィ
リ
ビ
ン
系
二
四
工
場
の
う
ち
、
割
当
量
の
全
体
に
占
め
る

比
率
が
四
～
六
％
の
工
場
は
五
つ
、
そ
の
比
率
が
二
～
三
％
の
工

揚
は
二
つ
、
そ
の
他
一
七
工
場
の
割
当
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
二
％
未

満
で
あ
っ
た
。
一
工
場
当
り
四
～
六
％
の
割
当
比
率
を
も
つ
五
工

場
の
割
当
比
率
を
合
計
す
る
と
二
五
％
近
く
と
な
る
。
こ
れ
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
系
工
場
の
割
当
比
率
合
計
の
六
一
％
に
達
し
、
同
五

工
場
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
工
場
の
主
軸
を
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
同
五
工
場
、
す
な
わ
ち
、
タ
リ
サ
イ
・
シ
ラ
イ
製
糖
会
社
（
↓
甲

＝
ω
ξ
－
竃
ξ
竃
≡
轟
o
ρ
L
昌
．
）
、
バ
コ
ロ
ド
・
ム
ル
シ
ャ
製

糖
会
社
（
｝
竃
〇
一
a
－
旨
冒
o
ポ
彗
一
一
ぎ
o
q
o
o
。
一
冒
ρ
）
、
バ
ン
バ
ン

ガ
砂
糖
開
発
会
社
（
勺
顯
目
巾
彗
零
ω
品
胃
］
）
署
①
－
唱
冒
⑭
巨
O
O
二
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~~2 

-~~~i'~~ 

(1930 ~pf{~~~) 

(148) 

(%)(1) *S~~fJ ~{~ ~b ~: (%) 

<7;' ~ p~i~> <7 rf ~ li:/;~i:~~~:> 32.28 40. 67 

g.88 ;~ i; 7 ~/~!=7;~; 

Talisay-Silay R,Iilling Co. 6. 09 4. 54 Pampanga Sugar Mills 

Bacolod-Murcia Milling Co. 4. 53 4. 41 Calamba Sugar Estate 

Central Azucarea del 10. 03 O. 93 Ossorio 

Danao North Negros Sugar Co. 5. 82 
Montilla 8. 58 Victorias Milling CQ. 4. 21 

Ma-ao Sugar Central Co. 1 1. 63 4.23 ･･ 7 4 ~ ･ ~c)~~ 

Isabela Sugar Co. 5. 54 2. 87 Hawaiian-Philippine Co. 

Ormoc Sugar Co. 3. 58 O. 66 San Carlqs Milling Co. 

Rosario Sugar Mills O. 89 O. 44 Bogo-Medellin Milling Co. 

Bataan Sugar Co. O. 75 O. 38 Cebu Sugar Co. 

de Leon. Hizon, Lazatin. O. 49 6. 78 Luzon Sugar Co. 
Hind Sugar Co. ' Rodriguez etc. O. 38 Pampanga Sugar Dev. Co. 6. 78 

PNB <;~ ~4 $/~~> 27. 04 4. 68 

Binalbagan Estate 9. 94 4. 68 Elizalde 

3.66 Central Azucarera de la 
Lopez Sugar Mill Co. l. 77 Carlota 

Central Santos-Lopez Co. l. 38 l.26 Central Azucarera de Pilar 

Philippine Starch & Sugar Co. O. 65 O. 63 Central Sara-Ajuy 
Ramirez, de Leon, Zobel, Soriano (2) 2. 56 Philippine Milling Co. (7 s S? O. 90 

;~;~:1~Cfi~~~~?;~) Central Luzon Milling Co. 2. 56 

2. 05 Tabacalera 

Kabankalan Sugar Co. 5. 86 1.09 Central Azucarera de Tarlac 

Mt. Arayat Sugar Co. 3. 90 O. 96 Central Azucarera de Bais 
de la Rama O. 90 Roxas 3. 36 Central de la Rama (Bago) 3. 36 O. 47 Central Azucarera Don Pedro 

Central Leonor 1. 57 O. 43 Garcia 

Central Lourdes O. OO Asturias Sugar Central 1.57 

Central de la Rama (Talisay) O. 97 - Vidaurrazaga. Mota 
O. 87 Central San Isidro 

Paniqui Sugar Mills O. 85 O. 87 Serra 

Teus O. 37 Central Palma O. 85 
Central Azucarera del ~~!Torte O. 37 r ~ ~ :! ~~ O. 46 
Cu Ulejie,eg O. 34 Philippine Sugar Estates O. 46 
Mabalacat Sugar Mills O. 34 Dev. Co. 

Buencamilro - Ayala O. l3 Nueva-Ecijia Sugar Mills - Central Azucarera de Calatagan O. 1 3 

(Ii~~?) sugar ~vews (1919-4l~p) ~~qj~~e~;tJ: ~tcs; ~. 

(~~) (D 1939/40~~~~~pE~. (2) zobel ~sorlano tl;;~~4 ~~~. Cartos Quirino, History of the 
Phizippine Sugar Industry. Manna, 1974, p. 69 Ics: ;~ 2:, ~JJ:~q)~f;~~j~tl;, de Corbitarte 

~~~ Ayala ~~~?2;~.~;~L･ 5. 
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□

（149）　大恐慌フィリビン糖業の寡占的構造

H
目
ρ
）
、
ピ
ナ
ル
バ
ガ
ン
・
エ
ス
テ
ー
ト
（
｝
－
貝
己
σ
凹
o
目
里
目
目
ω
ぎ
汁
Φ
・

旨
ρ
）
、
マ
ア
オ
製
糖
工
場
（
峯
甲
彗
旨
o
p
彗
O
竃
弐
巴
0
9
一
旨
ρ
）

は
、
イ
サ
ベ
ラ
砂
糖
会
社
（
H
墨
冨
5
ω
晶
胃
0
9
）
と
と
も
に
、

「
バ
ン
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
」
（
ω
里
■
斥
O
O
巨
量
－
）
と
呼
ぱ
れ
て
い

た
。
同
六
工
場
は
い
ず
れ
も
、
一
九
一
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
年
代

初
頭
に
か
け
て
、
ネ
グ
ロ
ス
島
や
中
部
ル
ソ
ン
の
有
力
廿
薦
プ
ラ

ン
タ
ー
が
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
国
立
銀
行
（
勺
巨
号
官
屋
オ
津
一
〇
暮
－

射
彗
打
略
称
P
N
B
）
の
融
資
を
受
け
て
設
立
し
た
。
も
っ
と

も
同
六
工
場
は
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
経
営
難
に
陥
り
、
p
N

B
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
。
そ
し
て
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇

年
代
初
頭
に
か
け
て
、
ピ
ナ
ル
バ
ガ
ン
・
エ
ス
テ
ー
ト
を
除
く
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

工
場
の
経
営
権
が
民
間
資
本
に
返
還
さ
れ
始
め
た
。
こ
の
過
程
で
、

「
バ
ン
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
」
で
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
一
部
の
有

カ
家
族
に
よ
る
株
式
支
配
が
顕
著
な
現
象
と
な
っ
た
。

　
そ
の
代
表
例
が
、
割
当
比
率
の
八
～
一
〇
％
を
保
有
し
た
リ
サ

ー
レ
ス
（
目
N
胃
竈
）
家
と
モ
ン
テ
ィ
リ
ャ
（
峯
o
鼻
旨
蓼
）
家
で
あ

る
。
リ
サ
ー
レ
ス
家
は
、
タ
リ
サ
イ
：
ソ
ラ
イ
製
糖
会
社
、
バ

コ
ロ
ド
・
ム
ル
シ
ャ
製
糖
会
杜
、
ダ
ナ
オ
製
糖
工
場
（
0
9
弐
巴

＞
昌
S
篶
量
ま
－
U
竃
8
）
の
所
有
1
1
経
営
権
を
も
ち
、
他
方
、

モ
ン
テ
ィ
リ
ャ
家
は
、
マ
ア
オ
製
糖
工
場
と
イ
サ
ベ
ラ
砂
糖
会
杜

を
所
有
し
た
他
、
一
九
三
〇
年
代
半
ぱ
に
三
つ
の
小
規
模
な
工
場

を
買
収
し
た
。
こ
う
し
て
、
大
恐
慌
期
に
弱
小
工
場
が
次
々
に
吸

収
・
合
併
さ
れ
、
製
糖
業
に
お
け
る
資
本
系
列
化
が
急
逮
に
進
展

し
た
の
で
あ
る
。

　
〈
ア
メ
リ
カ
系
V

　
ア
メ
リ
カ
系
一
〇
工
場
の
う
ち
、
六
工
場
は
一
工
場
当
り
三
～

六
％
の
割
当
比
率
を
も
つ
、
大
手
工
場
で
あ
る
。
六
工
場
の
割
当

比
率
を
合
わ
せ
る
と
、
約
三
〇
％
に
も
達
し
、
ア
メ
リ
カ
系
工
場

全
体
の
割
当
比
率
の
九
〇
％
以
上
を
支
配
し
て
い
た
。
同
六
工
場

は
、
以
下
の
三
つ
の
資
本
系
列
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
は
、
バ
シ
バ
ン
ガ
製
糖
工
場
（
霊
昌
勺
竃
o
q
凹
望
o
司
胃
竃
…
蜆
）

と
カ
ラ
ン
バ
砂
糖
エ
ス
テ
ー
ト
（
O
巴
顯
目
ぎ
ω
轟
胃
寡
9
註
）
を

支
配
す
る
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
系
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
カ
ラ
ン
バ

砂
糖
エ
ス
テ
ー
ト
は
、
一
九
二
一
年
に
、
ア
ル
フ
レ
ヅ
ド
．
ア
ー

マ
ン
（
≧
ぎ
ρ
■
耳
昌
竃
）
が
率
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
系
グ
ル

ー
プ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
ル
ソ
ン
島
南
部
の
ラ
グ
ナ
州
に
位
置

す
る
七
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
か
ら
購

　
　
＾
2
）

入
し
た
。
一
九
一
九
年
に
な
る
と
、
カ
ラ
ン
バ
砂
糖
エ
ス
テ
ー
ト

は
、
大
手
糖
業
資
本
家
の
ス
プ
レ
ッ
ケ
ル
ス
（
ω
雫
8
ぎ
－
皿
）
家
と

手
を
緒
ん
で
、
バ
ン
バ
ン
ガ
州
南
部
に
パ
ン
パ
ン
ガ
製
糖
工
場
を
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（
3
〕

設
立
し
た
。
こ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
系
グ
ル
ー
プ
は
、
フ
ィ
リ
ビ

ン
産
砂
糖
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
特
恵
的
関
税
措
置
の
下
で
、
製

糖
業
に
対
す
る
投
資
が
高
い
収
益
を
生
む
と
予
測
し
、
フ
ィ
リ
ビ

ン
糖
業
に
参
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
同
時
に
砂
糖
ブ

ロ
ー
力
1
を
も
兼
ね
、
自
社
の
工
場
で
生
産
さ
れ
た
砂
糖
を
ア
メ

リ
カ
に
輸
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
恐
慌
期

に
砂
糖
産
業
の
将
来
に
暗
雲
が
か
か
る
と
、
一
九
四
一
年
に
、
カ

ラ
ン
バ
砂
糖
エ
ス
テ
ー
ト
は
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
有
カ
船
舶
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

マ
ド
リ
ガ
ル
（
峯
ぎ
H
揖
巴
）
家
に
売
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
第
ニ
グ
ル
ー
プ
。
北
ネ
グ
ロ
ス
砂
糖
会
杜
（
オ
o
H
葦
ブ
①
o
目
旨
眈

ω
奏
胃
o
p
旨
ρ
）
と
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
製
糖
会
社
（
く
ざ
ざ
ユ
鶉

彗
昌
自
o
q
O
ρ
L
目
ρ
）
は
、
第
一
次
世
界
犬
戦
中
と
そ
の
直
後
に
、

ス
ペ
イ
ン
系
の
血
を
引
く
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
人
ミ
ゲ
ル
・
J
・
オ
ソ

リ
オ
（
峯
拭
畠
一
』
・
O
窒
o
ユ
o
）
の
提
唱
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
製
糖
工
場
の
国
籍
は
、
オ
ソ
リ
オ

が
一
九
二
〇
年
代
末
に
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
を
取
得
し
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

よ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ
ヘ
と
転
換
し
た
。
な
お
、
北

ネ
グ
ロ
ス
砂
糖
会
杜
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
、
ア
メ
リ
カ

の
大
手
砂
糖
会
社
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
精
製
糖
会
社
（
＞
昌
Φ
ユ
o
竃

ω
温
弩
　
　
射
＄
巨
拐
　
　
o
ρ
）
と
グ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

（
Ω
篶
算
ミ
鶉
ざ
；
O
O
。
）
の
株
主
に
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
、
オ
ソ
リ
才
が
所
有
す
る
製
糖
工
場
と
ア
メ
リ
カ
の
大
手
糖
業

資
本
と
の
関
係
の
存
在
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
グ
ル
ー
プ
は
ハ
ワ
イ
系
資
本
で
あ
り
、
そ
の
傘
下
の
主
要

工
襖
吻
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ィ
リ
ビ
ン
社
（
葭
単
孝
巴
迂
目
・
弔
巨
－
・

号
官
冨
0
9
）
と
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
製
糖
会
社
（
ω
竃
O
胃
一
畠
呂
昌
巨
胴

O
O
二
具
P
）
で
あ
っ
た
。
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
製
糖
会
社
は
、
一
九
一

二
年
に
ネ
グ
ロ
ス
島
で
設
立
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ビ
ン
最
初
の
ハ
ワ
イ

系
製
糖
工
場
で
あ
る
。
同
社
は
、
は
じ
め
ウ
ヱ
ル
チ
・
フ
ェ
ア
チ

ャ
イ
ル
ド
商
会
（
幸
9
o
戸
｝
巴
昌
巨
5
0
夕
旨
9
）
に
よ
っ
て
、

そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
に
は
ビ
シ
目
ツ
プ
・
ト
ラ
ス
ト
商
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

（
里
争
毛
掌
畠
什
o
ρ
）
に
よ
っ
て
経
営
・
督
理
さ
れ
た
。
他
方
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
．
フ
ィ
リ
ビ
ン
社
は
、
一
九
一
八
年
に
ハ
ワ
イ
砂
糖

プ
ラ
ン
タ
ー
協
会
（
串
四
峯
邑
竃
ω
晶
胃
里
竃
需
『
蜆
．
＞
蓄
9
武
ま
昌
・

略
称
H
S
P
A
）
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

ハ
ワ
イ
の
糖
業
資
本
家
た
ち
は
、
か
ね
て
よ
り
フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業

へ
の
投
資
に
個
別
的
関
心
を
示
し
て
い
た
が
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
7

イ
リ
ビ
ン
社
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
、
こ
れ
ら
の
資
本
家
を
統
．

合
し
た
H
S
P
A
の
提
唱
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
ハ
ワ
イ
の
砂
糖

プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
が
す
で
に
長
期
に
わ
た
っ
て
フ
ィ
リ
ビ
ン
人
移
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（15工）　犬恐慌フィリビン糖業の寡占的構造

民
を
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
冒
ン
労
働
者
と
し
て
雇
用
し
て
き
た
が
、
こ

の
労
働
供
給
に
対
す
る
見
返
り
と
し
て
フ
ィ
リ
ビ
ン
側
は
ハ
ワ
イ

系
資
本
に
よ
る
製
糖
工
場
の
設
立
を
強
く
要
望
し
て
い
た
。
ハ
ワ

イ
ア
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
の
設
立
は
、
こ
の
フ
ィ
リ
ビ
ン
側
の
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
■
）

講
に
応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
〈
ス
ペ
イ
ン
系
〉

　
ス
ペ
イ
ン
系
二
一
工
場
の
う
ち
、
割
当
比
率
が
三
％
を
超
え

た
の
は
四
工
場
の
み
で
あ
っ
た
。
同
四
工
場
は
、
エ
リ
サ
ル
デ

（
自
－
墨
巨
①
）
家
と
ロ
ハ
ス
（
射
o
曽
閉
）
家
、
そ
し
て
タ
バ
カ
レ
ラ

（
H
き
署
巴
Φ
轟
）
に
ょ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
エ
リ
サ
ル
デ
家

は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
マ
ニ
ラ
を
基
盤
と
し
て
商
業
活
動
に
従

事
し
、
ま
た
ア
シ
エ
ン
ダ
を
も
所
有
1
1
経
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

経
営
基
盤
を
確
立
し
た
ス
ペ
イ
ン
系
資
本
で
あ
る
。
同
家
は
一
九

三
〇
年
代
後
半
に
、
三
つ
の
製
糖
ヱ
場
を
所
有
し
た
他
、
マ
ニ
ラ

大
司
教
庁
と
契
約
し
て
一
つ
の
工
場
の
経
営
を
担
当
し
て
い
た
。

こ
の
四
番
目
の
工
場
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
製
糖
会
社
（
勺
；
甘
－

豆
塞
旨
彗
轟
o
9
）
は
、
ミ
ン
ド
ロ
砂
糖
会
社
（
彗
邑
o
昌
ω
品
－

胃
0
9
）
の
後
身
で
あ
り
、
元
来
ア
メ
リ
カ
の
有
カ
糖
業
資
本
家

H
・
O
・
ハ
ベ
マ
イ
ヤ
ー
（
餉
・
ρ
葭
寧
く
o
目
o
｝
雪
）
、
c
・
J
．

ウ
ェ
ル
チ
（
〇
一
－
一
≠
⑰
－
o
巨
）
、
C
・
H
・
セ
ン
フ
（
O
。
曽
一
ω
⑭
目
曽
）

が
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
設
立
さ
れ

た
最
初
の
近
代
的
製
糖
工
場
で
、
ミ
ン
ド
ロ
島
の
二
万
二
五
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
サ
ン
ホ
セ
農
園
（
ω
竃
』
o
器
雰
＄
宥
）
に
位
置
し
、

一
九
一
二
■
二
二
作
物
年
度
に
操
業
を
開
始
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
ミ
ン
ド
ロ
島
で
は
十
分
な
労
働
カ
が
得
ら
れ
ず
、
操
業
開
始

以
来
赤
字
が
続
き
、
つ
い
に
一
九
二
九
年
に
マ
ニ
ラ
犬
司
教
庁
に

　
　
　
　
　
　
　
面
〕

売
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
ロ
ハ
ス
家
は
一
九
二
〇
年
代
末
ま
で
、
ド
ン
ペ
ド
ロ
製
糖
工
場

（
O
菩
才
巴
＞
昌
o
彗
o
量
U
昌
弓
①
守
O
）
と
カ
ラ
タ
ガ
ン
製
糖
工

場
（
O
竃
茸
巴
＞
昌
S
冨
量
ま
9
－
黒
墨
竃
）
を
所
有
し
て
い
た
。

し
か
し
ロ
ハ
ス
家
と
姻
戚
関
係
を
も
つ
ア
ヤ
ラ
（
＞
着
ぎ
）
家
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

一
九
三
〇
年
に
後
者
を
遺
産
と
し
て
取
得
し
た
。
最
後
に
タ
パ
カ

レ
ラ
に
つ
い
て
。
同
杜
は
、
正
式
社
名
を
フ
ィ
リ
ビ
ン
・
タ
バ
コ

総
合
会
社
（
O
O
冒
喀
堅
餌
Ω
竃
①
邑
ま
H
き
里
8
㎝
ま
司
≡
官
星
蜆
）

と
称
し
、
一
八
八
一
年
に
設
立
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ビ
ン
最
犬
の
タ
バ

コ
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
、
一
九
一
八
年
に
ネ
グ
ロ
ス
島
で
バ
イ

ス
製
糖
工
場
（
O
昌
片
邑
＞
昌
S
冨
星
ま
目
讐
ω
）
を
、
一
九
二

七
年
に
ル
ソ
ン
島
で
タ
ル
ラ
ヅ
ク
製
糖
工
場
（
O
實
弐
巴
＞
昌
S
－

『
①
量
ま
H
胃
一
害
）
を
設
立
し
た
。
後
者
は
、
タ
バ
カ
レ
ラ
自
身

が
一
八
八
○
年
代
初
頭
に
敢
得
し
た
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
及
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＾
1
2
）

ぷ
ル
イ
シ
タ
農
園
（
目
彗
－
彗
3
■
巨
葦
顯
）
内
に
設
立
さ
れ
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
同
農
園
内
で
タ
バ
コ
を
栽
培
す
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
失
敗
し
た
。
そ
こ
で
、
同
社
は
一
九
一
〇
年
代

に
米
の
生
産
を
開
始
し
、
さ
ら
に
製
糖
工
場
の
設
立
と
と
も
に
廿

庶
栽
培
に
着
手
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
£
）

甘
蕉
栽
培
面
積
は
五
七
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
大
し
た
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
一
九
三
〇
年
代
末
の
製
糖
業
に
お
い
て
は
、

依
然
と
し
て
ア
メ
リ
カ
系
資
本
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
に
せ
よ
、
フ
ィ
リ
ピ
・
ン
系
や
国
内
に
経
済
基
盤
を
置
く
ス
ペ

イ
ン
系
資
本
に
よ
る
寡
占
的
支
配
が
一
層
進
展
し
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
』
§
§
ト
亀
意
o
ミ
呉
§
雨
、
｝
軋
ミ
意
｝
§
吻
ミ
窓
・
O
§
ミ
昌
㌻

　
」
咲
§
ミ
一
2
o
血
」
1
少
岩
s
－
ざ
一
き
s
き
s
＃
ミ
き
雨
、
ミ
ミ
慧
札
§

　
い
素
ミ
§
軋
§
ミ
s
ぎ
ρ
巴
．
一
崖
彗
暮
一
岩
s
一
、
妃
－
N
p
ξ
一
ご
仰

　
ご
〇
一
旨
少
一
〇
0
N
．

（
2
）
皇
雨
き
ぎ
ミ
9
ミ
ミ
ぎ
ミ
』
§
ぎ
§
詩
隻
冬
意
ぎ

　
之
o
尋
く
畠
打
6
ま
一
＜
0
F
×
×
×
－
H
一
や
一
ま
1

（
3
）
言
巨
＞
・
9
姜
貝
§
ミ
昌
ミ
・
ミ
寒
葦
S
§
ミ
睾
｛
ミ

　
ぎ
畠
、
ミ
ミ
書
軋
ミ
、
ミ
S
ミ
耐
一
■
鶉
容
－
o
さ
乞
S
一
〇
勺
．
墨
阜
1
N
0
0
㎞
．

（
4
）
、
．
蟹
一
；
；
巴
凹
昌
冨
霊
彗
＆
一
、
．
寒
寒
・
き
§
一
く
〇
一
．
×
×
月

　
2
0
．
O
O
（
＞
自
O
冒
．
岩
含
）
一
宇
ミ
六

（
・
・
）
　
穴
…
6
く
富
一
…
彗
戸
　
、
“
札
、
膏
盲
§
　
、
迂
姜
ミ
ぎ
ミ
昌
、
ざ
ミ

　
ぎ
ミ
ミ
§
乱
b
o
§
冬
o
O
怠
§
ト
C
・
而
・
昌
Ω
ξ
彗
q
ω
；
溶
－

　
、
o
H
9
6
o
o
仰
勺
甲
9
1
S
．

（
6
）
　
O
争
鶉
　
o
｛
亭
o
弔
冨
蜆
巳
o
目
グ
　
乞
饅
冊
6
目
巴
ω
自
o
o
串
H
　
｝
o
胃
戸

　
．
．
夢
昌
彗
甘
…
5
ま
ω
毫
・
－
邑
毒
ξ
：
二
．
．
夢
邑
串
L
毫

　
（
昌
君
巨
争
＆
）
；
．
s
F

（
7
）
　
§
ミ
き
s
申
ミ
§
雨
、
ミ
、
書
意
s
雨
．
：
一
も
s
一
電
－
一
s
I

　
H
8
一
射
固
昌
o
自
5
o
留
昌
彗
固
＆
一
一
峯
祭
、
ε
o
S
這
§
ぎ
“
ミ
奏
1

　
；
“
や
目
．
o
’
H
8
y
句
o
I
司
H
o
．

（
8
）
ミ
包
き
唐
ミ
ミ
§
き
§
｝
一
§
・
雲
§
ミ
§
雨
9
ミ
§
一

　
さ
ミ
曼
軋
＆
い
ミ
．
§
；
ミ
s
ミ
9
㌻
き
毫
貝
勺
や
宝
－

　
箒
1（
9
）
o
邑
畠
曾
葦
一
9
§
§
ミ
県
ミ
§
ミ
専
ぎ
ぎ
ミ

　
ト
這
姜
“
ミ
一
峯
串
己
一
や
H
ミ
♪
勺
’
s
．

（
1
0
）
　
峯
彗
彗
－
o
N
－
■
凹
目
2
｝
9
§
雨
ミ
ぎ
き
§
さ
ミ
ざ
o
ぎ
葛
ミ

　
ー
ε
ミ
一
旨
雪
己
ぎ
H
8
“
や
N
a
．

（
1
1
）
．
．
9
宰
晶
彗
彗
＝
昏
奏
巨
耳
H
冨
一
〇
昌
o
。
昌
一
．
、
皇
篭
、

き
§
一
く
〇
一
・
×
曽
ト
髪
．
H
H
（
老
冥
」
睾
－
）
；
．
宝
N
．

（
1
2
）
　
向
目
旨
9
『
算
射
彗
彗
8
3
卜
s
9
ミ
さ
ミ
s
O
§
ミ
ミ
き

　
掌
㊦
§
s
§
き
ミ
盲
§
タ
ミ
～
、
1
、
竃
一
籟
彗
8
－
昌
p
H
湯
ポ
勺
甲

　
－
卓
o
o
－
－
o
o
血
．

（
1
3
）
　
旨
ミ
一
や
H
ま
ー
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四
　
製
糖
工
場
と
プ
ラ
ン
タ
ー
と
の
対
立
・
抗
争

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
糖
業
の
生
産
形
態
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
製
糖
工

場
と
経
営
主
体
を
異
に
す
る
廿
薦
農
場
の
広
範
な
存
在
で
あ
る
。

ほ
ぼ
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
前
述
の
カ
ラ
ン
バ
砂
糖
エ
ス
テ
ー
ト
、

サ
ン
ホ
セ
農
園
そ
し
て
ル
イ
シ
タ
農
園
が
あ
っ
た
。
大
プ
ラ
ン
タ

ー
の
一
部
は
製
糖
工
場
の
株
主
で
あ
っ
た
が
、
大
都
分
の
プ
ラ
ン

タ
ー
は
、
製
糖
工
場
と
異
な
る
利
害
を
も
っ
て
い
た
。
プ
ラ
ン
タ

ー
の
多
く
は
、
ス
ペ
イ
ン
系
も
し
く
は
華
人
系
の
血
を
引
く
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
で
あ
り
、
残
り
は
、
こ
く
少
数
の
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
で
あ

っ
た
。
一
般
に
、
ア
メ
リ
カ
人
は
、
一
都
の
例
外
を
除
く
と
苛
庶

作
地
の
土
地
所
有
に
は
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
第
一
の
理

由
は
、
一
九
〇
三
年
の
公
有
地
法
（
勺
目
雲
o
■
彗
ρ
＞
9
）
に
よ

っ
て
、
公
有
地
の
払
下
げ
面
積
が
個
人
の
場
合
は
ニ
ハ
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
法
人
の
場
合
は
一
〇
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
制
隈
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
人
に
よ
る
大
型
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
開
発
の
遣
が
法
的
に
規

制
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
（
ア
メ
リ
カ
人
が
カ
ラ
ン
バ
砂
糖
エ

ス
テ
ー
ト
と
サ
ン
ホ
セ
農
園
を
取
得
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
が
、
公

有
地
と
は
区
別
さ
れ
た
修
道
会
領
地
と
認
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

よ
る
）
。
さ
ら
に
、
多
く
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
す
で
に
一
九
世
紀

後
半
よ
り
、
中
部
ル
ソ
ン
や
ネ
グ
ロ
ス
島
な
ど
の
主
要
な
廿
薦
作

地
帯
を
開
拓
し
て
い
た
こ
と
も
、
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
に
挙
げ
ら

れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
期
に
新
設
さ
れ
た
製
糖
工
場

は
、
原
料
の
苛
齋
を
確
保
す
る
た
め
に
、
従
来
、
自
己
の
ア
シ
エ

ン
ダ
内
も
し
く
は
近
隣
地
域
の
小
規
模
製
糖
所
で
ム
ス
コ
バ
ド
糖

を
生
産
し
て
い
た
プ
ラ
ン
タ
ー
と
、
新
た
に
製
糖
契
約
を
縞
ぶ
必

要
が
生
じ
た
。
当
初
、
い
く
つ
か
の
製
糖
工
場
は
、
ト
ン
当
り
価

楕
を
決
定
し
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
か
ら
苛
蔵
を
買
付
け
る
方
式
の
導

入
を
試
み
た
も
の
の
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
こ
の
方
式
で
は
、
プ

ラ
ン
タ
ー
は
生
産
さ
れ
た
砂
糖
の
販
売
権
を
奪
わ
れ
、
ム
ス
コ
バ

ド
糖
生
産
期
よ
り
享
受
し
て
き
た
糖
価
変
動
に
よ
る
商
業
利
潤
を
、

一
切
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
導

入
さ
れ
た
の
が
、
す
で
に
キ
ュ
ー
バ
な
ど
で
み
ら
れ
た
分
糖
法
と

呼
ぱ
れ
る
方
式
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
最
初
に
分
糖
法
を
採

用
し
た
の
は
、
ネ
グ
ロ
ス
島
の
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
製
糖
会
杜
で
あ
っ

た
。
分
糖
法
と
は
、
製
糖
工
場
が
苛
蕨
を
加
工
し
砂
糖
を
生
産
し

た
後
に
、
砂
糖
を
一
定
の
比
率
の
下
で
工
場
と
プ
ラ
ン
タ
ー
と
で

分
配
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
工
場
は
製
糖
加
工

費
と
し
て
、
他
方
プ
ラ
ン
タ
ー
は
苛
庶
栽
培
費
と
し
て
砂
糖
を
取
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＾
1
）

得
す
る
の
で
あ
る
。
分
糖
法
は
、
一
九
一
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る

サ
ン
カ
ル
ロ
ス
製
糖
会
杜
で
の
成
功
を
皮
切
り
と
し
て
、
新
設
工

場
に
よ
っ
て
次
々
に
採
周
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
ほ
と
ん

ど
す
ぺ
て
の
ヱ
場
の
原
料
調
達
形
態
と
し
て
定
着
し
た
。

　
分
糖
法
は
、
分
蜜
糖
生
産
期
に
お
け
る
製
糖
工
場
と
プ
ヲ
ン
タ

ー
と
の
協
調
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
方
式
と
し
て

理
解
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
〇
年
代
の
大

恐
慌
期
に
、
分
糖
法
を
め
ぐ
っ
て
製
糖
業
者
と
プ
ラ
ン
タ
ー
と
の

間
で
鋭
い
利
害
対
立
が
展
開
さ
れ
た
。
糖
価
下
落
の
影
響
を
受
け

て
、
弱
小
の
プ
一
フ
ン
タ
T
は
一
九
三
〇
年
代
初
頭
か
ら
製
糖
工
場

や
銀
行
に
対
し
償
務
を
累
積
さ
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下

で
、
政
府
は
一
九
三
八
年
に
国
家
砂
糖
委
員
会
（
之
き
o
冒
轟
奏
－

胃
田
o
胃
ら
）
を
設
立
し
、
同
委
員
会
で
、
製
糖
工
場
と
プ
ラ
ン

タ
ー
の
分
糖
率
を
後
者
に
有
利
に
変
更
し
、
さ
ら
に
両
者
の
収
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

率
を
平
準
化
す
る
た
め
の
準
備
が
始
め
ら
れ
た
。

　
同
委
員
会
が
行
な
っ
た
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
分
糖
率
は
、
ル

ソ
ン
島
の
製
糖
地
区
で
は
プ
ラ
ン
タ
ー
が
五
〇
～
六
五
％
、
工
場

が
三
五
ヒ
五
〇
％
、
そ
し
て
ネ
グ
ロ
ス
島
で
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
が

五
五
～
六
一
％
、
工
場
が
三
九
～
四
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
製
糖
地
区
別
の
収
益
率
は
犬
き
な
楕
差
が
あ
っ
た
。
ル
ソ

ン
島
で
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
収
益
率
は
七
～
一
五
％
で
あ
り
、
工

場
の
そ
れ
は
三
～
五
〇
％
で
あ
っ
た
。
ネ
グ
ロ
ス
島
で
の
収
益
率

は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
が
一
〇
～
ニ
ニ
％
、
工
場
が
六
～
四
〇
％
で
あ

っ
た
。
こ
の
調
査
に
基
づ
き
、
国
家
砂
糖
委
員
会
は
新
し
い
分
糖

率
を
提
案
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
分
糖
率
は
、
ル
ソ
ン
島
で
は

プ
ラ
ン
タ
ー
四
六
～
七
〇
％
、
工
場
三
〇
～
五
四
％
、
ネ
グ
ロ
ス

島
で
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
四
八
～
六
九
％
、
工
場
＝
二
～
五
二
％
で

　
（
3
〕

あ
っ
た
。
に
も
か
わ
ら
ず
、
提
案
さ
れ
た
新
し
い
分
糖
率
は
一
九

四
〇
年
代
初
頭
に
実
施
さ
れ
ず
、
そ
の
浅
制
化
は
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
分
糖
率
改
正
問
題
は
、
不
況
期
に
お
い
て

低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
た
収
益
の
分
配
を
め
ぐ
る
、
製
糖
工
場
と

プ
ラ
ン
タ
ー
と
の
対
立
・
抗
争
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
犬
恐
慌
期

に
お
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
糖
業
が
抱
え
た
ジ
レ
ン
マ
の
一
側
面
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
は
、
高
率
地
代
や
低
賃

金
の
下
で
搾
取
さ
れ
て
き
た
小
作
農
や
農
業
労
働
者
の
貧
困
の
深

刻
化
で
あ
っ
た
。
一
九
三
八
～
三
九
年
に
な
る
と
、
中
都
ル
ソ
ン

地
方
バ
ン
パ
ン
ガ
州
や
西
ビ
サ
ヤ
地
方
イ
ロ
イ
ロ
州
で
農
民
や
労

働
者
が
デ
モ
や
集
会
を
繰
り
広
げ
、
賃
金
率
の
引
上
げ
や
正
当
な

報
酬
を
要
求
し
た
。
と
く
に
、
バ
ン
バ
ン
ガ
州
で
は
、
苛
蕉
作
地
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（155）　大恐硫フィリピン糖業の寡占的構造

帯
の
農
民
や
労
働
者
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
激
化
し
、
後
に
中
部

ル
ソ
ン
諸
州
一
帯
で
展
開
さ
れ
た
大
規
模
な
大
衆
蜂
起
へ
と
発
展

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
く
く
轟
｝
昌
『
き
O
§
§
ミ
o
婁
、
§
ぎ
尽
§
｝
ミ
、
§
§
註
ミ
｝
き

　
　
㌻
§
軋
§
ミ
o
s
註
吻
§
ミ
s
ミ
串
、
ミ
“
膏
盲
§
夕
国
顯
目
〇
一
H
竃
o
〇
一
勺
．

　
　
冨
o
l

　
（
2
）
　
、
、
目
宍
o
o
自
富
く
o
O
『
o
o
H
老
〇
一
H
ω
N
一
〕
｝
“
旨
o
勺
『
血
蜆
己
o
目
“
o
｛
“
チ
①

　
　
句
－
自
－
O
、
－
冒
籟
肋
O
H
0
顯
匡
自
岬
“
ブ
o
オ
凹
ま
O
目
葭
－
ω
一
］
o
目
凹
『
田
o
顯
『
0
1
．
．
吻
ミ
寒
、

　
　
峯
雨
§
夕
く
o
－
－
×
H
×
一
2
o
－
o
（
ω
o
o
片
1
－
8
o
o
）
一
勺
や
い
S
1
讐
午

　
（
3
）
　
台
湾
銀
行
台
北
調
査
部
『
比
島
糖
業
調
査
報
告
（
比
島
糖
業
調

　
　
査
審
査
会
）
』
一
九
四
四
年
、
一
四
～
一
八
ぺ
ー
ジ
。

結
論

　
本
稿
は
、
大
恐
慌
期
の
フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業
の
生
産
形
態
の
特
質

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
地
主
に
よ
る
土
地
の
集
中
が
、
ス
ペ
イ
ン
植
民

地
期
末
期
に
形
成
さ
れ
た
伝
続
的
な
苛
薦
作
地
帯
に
お
い
て
す
で

に
進
行
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
有
後
、
ア

メ
リ
カ
人
企
業
家
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
国
ン
産
業
に
参
入
し
、
大
規

模
な
土
地
を
所
有
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
背
蕉

作
地
帯
に
お
け
る
大
地
主
の
ほ
と
ん
ど
は
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
人
（
ス

ペ
イ
ン
系
も
し
く
は
華
人
系
メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
）
で
あ
っ
た
。
ス
ペ

イ
ン
植
民
地
期
以
来
、
ア
シ
エ
ン
ダ
、
つ
ま
り
大
規
模
な
農
場
が

存
在
し
た
た
め
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
新
た
に
設
立
さ
れ
た
近
代
的
製

糖
工
場
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
と
製
糖
契
約
を
結
ぴ
、
分
糖
法
の
下
で

彼
ら
か
ら
苛
蕉
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
糖
業
の
主
要
な
特
徴
は
製

糖
工
場
の
設
立
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
フ
ィ
リ
ビ
ン
産
砂
糖
に
対
し

ア
メ
リ
カ
が
特
恵
的
関
税
措
置
を
付
与
し
た
と
同
時
に
始
ま
っ
た

動
き
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
精
製
糖
業
者
は
ム
ス
コ
バ
ド
糖
よ

り
も
糖
度
の
高
い
分
蜜
糖
を
優
先
し
て
輸
入
し
た
た
め
、
ア
メ
リ

カ
市
場
参
入
を
め
ざ
す
フ
ィ
リ
ビ
ン
に
と
っ
て
大
規
模
な
製
糖
工

場
の
設
立
は
必
須
の
課
題
と
な
っ
た
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の

対
フ
ィ
リ
ピ
ン
投
質
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
－
公
有
地
の
取
得

制
隈
を
設
け
た
一
九
〇
三
年
公
有
地
法
や
将
来
の
フ
ィ
リ
ビ
ン

独
立
を
調
っ
た
一
九
ニ
ハ
年
の
ジ
ョ
ー
ン
ズ
法
（
－
旨
霧
■
軍
ξ
）

の
制
定
な
ど
ー
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
た
。
こ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ

人
企
業
家
以
上
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
や
国
内
に
経
済
基
盤
を
も
つ

ス
ベ
イ
ン
人
が
政
府
の
融
資
政
策
に
支
え
ら
れ
て
、
次
々
に
製
糖

業
へ
の
投
資
を
行
な
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
一
九
三
〇
年
代
の
大
恐
慌
期
に
な
る
と
、
製
糖
業
に
お
け
る
資
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本
の
集
稜
・
集
中
が
進
行
し
、
製
糖
工
場
の
所
有
権
の
移
転
が
激

増
し
た
。
比
較
的
小
規
模
の
製
糖
工
場
の
多
く
が
、
近
隣
地
域
の

大
手
資
本
の
工
場
と
の
競
争
に
よ
っ
て
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

一
九
三
〇
年
代
末
ま
で
に
、
小
規
模
な
工
場
の
い
く
つ
か
は
す
で

に
操
業
を
停
止
し
た
り
、
他
工
場
に
吸
収
・
合
併
さ
れ
、
ま
た
そ

の
多
く
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
完
全
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

と
く
に
、
一
九
三
四
年
に
割
当
制
度
が
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九

三
五
年
に
フ
ィ
リ
ビ
ン
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
（
独
立
準
備
政
府
）

が
発
足
し
一
〇
年
後
の
独
立
が
約
東
さ
れ
る
と
、
製
糖
工
場
の
所

有
権
の
国
内
資
本
へ
の
移
転
が
一
般
的
趨
勢
と
な
っ
た
。
そ
の
先

鞭
を
つ
け
た
の
が
一
九
四
一
年
の
カ
ラ
ン
バ
砂
糖
エ
ス
テ
ー
ト
の

売
却
で
あ
っ
た
（
た
だ
し
、
辺
境
地
域
に
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目

ン
を
設
立
し
、
操
業
開
始
直
後
か
ら
経
営
難
に
陥
っ
た
、
ミ
ン
ド
ロ

砂
糖
会
社
の
場
合
は
、
す
で
に
一
九
二
九
年
に
マ
ニ
ラ
大
司
教
庁

の
手
に
渡
っ
て
い
た
）
。
か
く
し
て
、
割
当
制
度
の
導
入
は
、
ア

メ
リ
カ
人
企
業
家
の
投
資
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
一
方
、
国
内
の
資

本
家
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
糖
業
の
寡
上
］
的
支
配
を
一
層
促
進
す

る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
砂
糖
を
め
ぐ

る
利
害
集
団
は
、
こ
う
し
て
両
大
戦
間
期
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の

寡
頭
的
支
配
層
と
し
て
成
長
し
た
ぱ
か
り
で
な
く
、
同
時
に
政
治

的
権
カ
を
も
強
化
し
｛
戦
後
一
九
五
〇
年
代
に
、
そ
の
政
治
・
経

済
カ
を
「
砂
糖
ブ
ロ
ヅ
ク
」
と
し
て
集
約
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
陵
女
子
短
期
大
学
助
教
授
）
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